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図1　常陸太田試験地内の間伐言部員流域｡スギ･ヒノ千の人工林｡間伐流域は1987年植栽､無間伐

流域は1924年植栽｡気象議場において降水量､遮断プロットにおいて樹冠通過雨量と樹幹流

下畳を観測｡ ▲は量水堰(600三角堰)設置地点を示す｡
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図2 (a)間伐前､ (b)間伐後の遮断プロット内の様子｡大型雨樋で樹冠通過雨､樹木周囲(間伐前
10本､間伐後5本)に巻いたウレタンマットで樹幹流下雨を集め､大型タンクに導水して貯留

重を測定した｡
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図3　間伐による水収支の変化｡

間伐前後それぞれ3年間の平均値で禾した｡ ( )内は降水量に対する比率

一〇一間伐前(2006-2008年) 

-●-間伐後(2010-2012年) 
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図4　間伐による蒸発散量の変化
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